
第22回日本クラブユースサッカー選手権（U-１５）大会

Cグループリーグ２回戦（８月１２日） 天候 晴 風 強 ピッチの状態 良

1 ― 0

SSSジュニアユース 1 2 アルビレックス新潟

0 ― 2

６分 田中 ４５分 早川

６３分 田中

シ　ス　テ　ム シ　ス　テ　ム

４－５－１ ５－３－２

【ＳＳＳ】　ＧＫ稲垣　ＤＦ駒井・葛西・和田・津田　ＭＦ鈴木・埜瀬・伊藤・吉田・小笠原　ＦＷ田中
　　交代　　　５２分禹相皓（小笠原）

今日も３０度を超すコンディション。やや強い風が吹いている分だけ体感温度は昨日より涼しいか？
Ｃグループを突破するためには、このゲームを是が非でも勝ちたいＳＳＳ。左腿の打撲で禹相皓が
先発メンバーからはずれ、代わりに小笠原が左ＭＦに入り、吉田をやや下がり目に配置、
田中のワントップ布陣。風上のアルビレックス新潟のキックオフで前半が始まった。
向かい風に逆らわずに単純にボールを繋ぐＳＳＳは、６分コーナーキックのチャンスに葛西が飛び込み
ＧＫと競り合い、こぼれたところを田中がきっちりと決め先取点を奪う。
早く追いつきたいアルビレックスは７分、８分と立て続けにコーナーキックのチャンス。しかし葛西を
中心に堅い守りで得点を許さないＳＳＳ。向かい風に苦しみながらも追加点を狙うＳＳＳは、１４分
コーナーキックから田中がシュートを打つもＧＫの正面。一方のアルビレックス、序盤は短いパスを
丁寧に繋いでいたが、失点後はアーリークロスを多用して攻め込むが得点には至らない。３３分
アルビレックスのコーナーキックも拙攻に助けられる。ＳＳＳはオフサイドでもらったフリーキックに
吉田が反応、抜け出たがオフサイドの判定。
後半が始まった。ＳＳＳメンバーの変更はない。両チーム風の影響か、攻めきれない攻防が続く４４分
アルビレックス陣内で回されたボールに、埜瀬・鈴木のボランチ２人が不用意に飛び込みかわされ、
中盤をドリブルで突破され左へ展開、ＳＳＳディフェンスが必死に食らいつくも、ＧＫ稲垣の手を
かすめ、アルビレックス早川に痛恨の同点弾を許してしまう。その後は一進一退のゲーム展開が続く
５２分、ＳＳＳは怪我で先発を外れた禹相皓を、小笠原に代えて投入、勝ち越しを狙う。
いつもの豪快なドリブルで突破を図る禹だが、チームとのリズムがあわない。
６３分トリニータ、左サイドのスローインから抜け出した１４番池田から、中央で待ちかまえる
１０番田中へゴロのクロスを送り、難なくゴール右隅へ勝ち越し点を入れる。
ロスタイムは３分、ＳＳＳは諦めずに攻め込むが、昨日のトリニータ戦同様にフィニッシュまで
もっていけない。時計は７３分を過ぎて終了のホイッスルがなった。明日、アルビレックスが勝つ
前提で、アントラーズに勝利すれば、決勝トーナメント進出があるＳＳＳ、疲れを取って仕切り直し
で頑張って欲しい。
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